
　当行は、近江商人の商人道徳「三方よし(売り手よし、買い手よし、世間よし)」の精神
を継承した行是「自分にきびしく 人には親切 社会につくす」を根本精神に、ＣＳＲ(企業の
社会的責任)を追求しています。地球温暖化防止や生物多様性保全など「持続可能な
社会」をめざし、全行あげて取り組んでいるところです。
　行内的には、省資源、省エネルギー、そして省電力に努める一方、役職員による森づくり
サポート活動(下段写真)や琵琶湖畔のヨシ刈り、湖岸清掃など多面的な“いきものがたり”
活動を展開しています。
　「持続可能な社会」の実現を目指す活動のもう一つの大きな柱が、地域の皆さまと手
をたずさえてのさまざまな取り組みです。

　具体的には、本業の「金融」の使命と役割を十分に認識しながら、多様な環境対応型金融商品・サービスを提供し、
お客さまの地球温暖化防止や生物多様性保全に向けての取り組みをサポートしています。また、今後成長が見込まれる
「環境・医療・介護」などの分野での「ニュービジネス(野の花)」の育成を願って「エコビジネスフォーラム・サタデー起業塾」
を開講しています。加えて、エコビジネスを展開されるパートナー同士の“出会いの場”であります「エコビジネスマッチング
フェア」を、毎年開催し、ご好評をいただいております。
　地域金融機関として、地域社会の持続可能性に「当行はどのように貢献していくのか」を絶えず問い続け、この問いに
真正面から挑戦するところに“夢”と“ロマン”があると考えます。今後とも、「お取引先の成長なくして、当行の成長なし」
との思いで、地域の皆さまと手をたずさえてCSRの実践に向けて一層努力してまいります。
　今回で12回目の発行となります「CSRリポート2012 歩みを、共に」は、それらの活動をまとめたものです。皆さまから
忌憚のないご意見、ご提案をいただき、今後のCSR活動の更なる充実に努めてまいる所存です。
　皆さまのご支援をお願い申し上げます。
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みんなで　
　に力を合わせて、より　共 合わせ


